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紙おむつの透溝性について
中村学園大　平松園狐　才田χ喜代　〇甲斐今回3-

被　服　143

目匍　 おむつ カ バ-  13外 放s.  ぬらさ な､･ 為 に政 友雌,  ましi;a ・ を 生ふから 延気/i佳･ 透う・ 謐･

が必'f 乙ヽ ･ あり 、次 々 と透湿 素材 か簡発 され てい る。 これ に伴い紡 おむっ で゙もレ 水分吸収知

命 ま､ご良く 遥湿佳 も考 膚々 れ 玖新 製A  o 研 呪閤 名ヵぐ進 ん7' いる。 そこ でヽ今回IS  ,   紙おV つ・

池 水シ- ト<n  逢湿屹 と.   紙おむ つ羞 畿中 。おむ つ内進 度落 産、 及び 奢装 にょる あヽむn  内水

分 吸 収-fi: 。増 貳 穿に つぃr 測 定し簾 討 した。

方法　 試料 は 不通気絲ﾝおむ つ と透 湿島 おむっ に 、比 鼓 鮎`料 とし て毛 ネ､レ ■k加えた 。

実験(D 、川S 10  18 Iこ璋馳 レ た£湿カッ う・r~.ぷ＆iL 験

②涯温 恒 湿 におけ る着蔵 実聡　 被尊 者政人It ぷに 火ﾒ､ 用お む つs 着装 させ 、2. 時 間%  でヽ

のみヽ むつ内違 度湿 度、S.  V-' おV つ内部､ﾌ､吸 収 水句量 。劃 史 を行っr-.

R  日物就 嘸時にろ･け る 着輩 肴m　 袖験 老成 人々J  1  ̂乳･見用おV つ文試料 包遠妓 さt  、就

床約7  時間債 の訟` 料・ 甕量 増減S 劃 定レ■R: 。%  唇蒸う世。 み 。鳩合k:.   ぬ れ量 ぎ. 、。、30  ce

の娼 合i 行 、Tz 。

結果o 義発畳ij 、不ゑ 気シ ート13  0 、 透像 シ ーI- a  毛利 レよ りや ヽ%  、な。

《呂)不急 気紙 お むつ両は 高温｡即屋 とn り、 透藻紙 おV つ向 は 毛 ネ)V i-iftい粕果ll   な 、筏 。

R  不唇為μ(7) み 。場合|7  、 毛 粕レ・ 範嫌 が%  きく.    透違紙 おむ つI-?これ に次ぎ.増加(ヵ*

合もあ った。 不 遍気紙 おむつ13  すA'て増 加 レた 。 か.    μ0、20  cc.ii 含水 さ-ft だ 鳩合は 、毛ネ

､レ0) ま足量 ほ非 常It 顕 薔で、ま 湿狐 おむ-?a 毛 に[3お よばな いが、 不 通気紙3 ベ

マa 湿緬 果l-?大 さか っ↑ﾐ。
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胸部術倹老の船本的訴え,に関する研究
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目的　　 乳癌 の術 棟 老・ 温麟環 境良化I' 対 する身停 的 訴 えの中?・、肩郁 あヽ よぴ脱却I-  おIt

る施m 側 の非 施術側 に 対する盧和 感 £ 取り上 げ、術 後*  を対 象 にア ンケ ート 調± を行 い、

琴 間 を通 じヽ て紅 験し 恥漣 和感 の発 生頻 庫、塊 類、 発'±誘囚 等を明らヵヽ (c L  た。 まμ 、術 後

后 あヽよび健 常恙 のだも の肩部 あヽよび 腕卸 の皮ﾉ鵜遺を測 定し、 その比較 から 術 後の身体 的 鉾

%  k  ・ 理的 に携 討しHi 。

方法　 くt綱釦 ）①時 期:s 56  年 度　 ② 対象：乳 疹釘 襖右4i 名、 ③実施 方端 ＝質間紙 地、c

調 査項 囮： 年代、体 枡、 術 後紅､盈 琴歌、違和 感 の発生頻度、 虚和 感の種類、 盧和 好 の鴛・

誘 因、違 和 辱|c 対す る処 置　 （(賓峡））R 時期：s  ダ年7  月⌒- 8 1=1　②被験* ：術 後着 あヽ

よび健常恙各8  ゐ　 ③環 境：ｙは1.5  "C、 顎±10 χ RH　 ④皮膚 温測 息却位 ■■ 肩峰 蕎、上 腕 後

面 点。 上 腕外側 面& 、上 腕 前面､.§､、 知腕後 面. ， ⑤姿勢 ： 崖位 安静

結 果　(( 締査))  ①違 和 感の発生頻 度I古, いつt  感じ' る名S6.B  %.　 時々 寿と3  $,58.5 'A 、%

むヽ V い 羞14.6 %  でヽあ っh ｡ その頻度 は斡 後経邁 勝敏2  吽未満 の瀬 が･高い。 体持7-  1*、 肥満

の方 が･昔盈 よりま 和 療£評 えS 率ヵヽ’･高い。 ＠ 轟Mロ惑とし?  ぱ、 痛 む、 運 動 い こくi/>.    l± れ

る ■ むく む、 寒 い・泄 政い、re" るい、 隻 い(Dili?･･許t  る羞if- 今い。(Dil 和 疼<n 中 でヽ Jl い・

冷r-1.ヽ 、 μ るいｉ よヽび 隻い の主V  鶯>t 坊因I* 、 寒 之、 覆 労、 窓天使 などプ 、ヽ 湿 熱的 環｡嘸に

よ る場を が 今nヽつrこ。　 （(実峡卜ffi 術 偉名t-  li.   肩if- 画、 上 腕像面 剔　 上 腕外側 面 剔　 前

腕 後面､^,においで、 施術側<n  皮膚 采 が修 い傾向Iヽヽみら瓦、 健 常条 でヽ I* 有 息なぼ 峻導ゑは謁

められW  *ヽ バu.　 ②皮雇 逼 基のあ る右Iま、 ま 和 郎 とし で冬 い･   汚た ヽヽ ＆眸 乞る 希々 ̂高い。


